






















































本稿では、執筆者が参加している英国の国際学術雑誌 "Public Understanding of
Science"のメーリング・グループから情報を得た英国の状況について紹介する。
２ 英国における科学技術に関する意識調査の状況
英国では、国際学術雑誌 "Public Understanding of Science"が刊行されていることから
わかるように科学技術の公衆理解に関する研究について、長い伝統と歴史を持ってお


















（"Public Attitudes to Science, Engineering and Technology in Britain"）概要〕
1)調査対象：英国における16歳以上計1,839人




   なお一部内容については既に英国科学白書で公表）
5)実施主体：Office of Science and Technology及びWellcome Trust
















































































































Session 5. Stimulating Entrepreneurship ：起業家精神の涵養









































12/11〜(3ヶ月) Ms.金周英(Jin Zhouying)：中国社会科学院数量経済・技術経済研究所研究員 中国
○ 講演・コンファレンス
12/12 「老化制御と健康創造に関する研究と国民的意義」
森本 兼曩：大阪大学大学院医学系研究科教授
12/15 「波長多重通信技術における技術革新について」
近間 輝美： 富士通研究所ネットワークシステム研究所光システム研究部部長
2001/1/22 「情報通信技術の将来−人間系を中心とするソフトウェア技術と情報環境の実現にむけて」
安西 祐一郎：慶應義塾大学理工学部長、理工学研究科委員長教授
編集後記
◆ 暖冬と言われていた今年の冬も、年を越したとたんに厳しくなりました。早く花のたよりを聞きたいものです。
◆ これから年度末に向けて、レポート発表記事を花のたよりとともにご紹介できると思いますが、今回はその狭間で
ちょっとさみしい気がします。
◆ 省庁再編により政策研ニュースの送付先もそれに合わせて再編したつもりですが、不都合等ございましたら下記宛
にご連絡ください。(S)
文部科学省科学技術政策研究所広報委員会（政策研ニュース担当：情報分析課）
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